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松山看護専門学校シラバス（講義要項）作成の手引き
Ⅰ．「シラバス作成の手引き」の作成の目的

シラバス作成の手引きでは、シラバスの意義を共有するとともに、シラバスの書式、記載内容、用語等について規定しました。日々本校の教育にご尽力いただいている皆様に、この手引きに沿ったシラバスを作成していただき、カリキュラムの一貫性とともに、教育目的・目標の達成に向けて一丸となって取り組むことを目的としました。

本校では平成24年度に自己点検・自己評価を実施し、第三者評価を受けました。その結果、シラバスの書き方の統一や主体性を備えた学生を育成するために、学生の学習を支援するシラバスの整備についてご指導をいただきました。自己点検・自己評価の第三者評価結果と今後の改善への取り組みについては、平成25年6月7日に開催した講師会において報告させていただきました。

これを受けて、平成25年度に学生が自主的に学習し、主体性を育むシラバスの作成に向けてワーキンググループを設置し、活動を開始しました。学内に講師を招聘しての研修会や、愛媛県主催の看護教員継続研修会等に参加するなどの学習の過程で、シラバスは学生の学習を効果的に支援するだけでなく、教員にとっても授業設計の上で重要なものであることを学びました。
現在、看護基礎教育においては、看護実践能力を備えた人材を卒業生像として、その資質・能力の育成を目指しております。カリキュラム編成において設定した科目の個々の授業は、全てこの目的を反映し、必要な資質・能力を育成するための一翼を担っております。
以下の、シラバスについての考え方や規程等についてご理解とご協力をお願いいたします。
「シラバス作成の手引き」の導入は平成26年4月1日からとし、新入生並びに在学生のシラバスに順次適用しますが、今後も改善に取り組んでいきたいと考えております。

なお、具体的な記載要領は別紙をご参照ください。
Ⅱ．シラバスの考え方
シラバスとは学生が主体的・自主的に授業での学習を進めることができるよう、授業の目的・目標、授業計画、成績評価などについて、授業前に学生に周知するものです。したがって、「授業の目的」・「授業計画」・「成績評価」は必ず記載すべきものと考えます。

また、シラバスの意義として、大学では選択科目が豊富なことから、学生にとっては授業選択のガイドとなることが挙げられますが、本校では授業科目はすべて必修です。そこで、その他の意義として、以下の4点を考えます。

（1）学生の学習を効果的に支援できる。

（2）教員自身が安心して授業を進められる。

（3）授業改善につながる。

（4）授業への期待に対応できる。

Ⅲ．単位・時間と授業回数の考え方

本校の第1看護学科と第2看護学科は医療専門課程であり大学設置基準と同じ単位制です。准看護師科は医療高等課程で、時間制になっています。なお、本校の1時限は90分授業で2時間分として計算しています。
1．単位・時間

単位については学則で以下のように規定しています。
学則第10条

看護学科の単位の計算方法は、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成する。
(1)講義及び演習は、1単位につき15時間から30時間の範囲とする。
(2)実験・実習及び実技は、1単位につき30時間から45時間の範囲とする。 

(3)臨地実習は、1単位につき45時間とする。
２　准看護師科の授業時間は、1時間を60分の学修を必要とする内容をもって構成する。
2．授業回数
15時間の授業…7回と試験(45分)1回　計8回

30時間の授業…14回の授業と、まとめ(45分)と試験(45分)で1回　計15回

45時間の授業…22回の授業と試験1回　計23回

60時間の授業…29回の授業と、まとめ(45分)と試験(45分)で1回　計30回

Ⅳ．成績評価の基準

成績評価の基準は学則および学則細則により、以下のように規程しています。（抜粋）
学則第１１条(学修の評価と認定) 
第１看護学科及び第２看護学科の学修の評価は、学科及び実習の成績により行い、及第した学生に単位を与える。
２　准看護師科の学修の評価は、学科及び実習の成績により行い、及第した学生に履修を認める。
３　一つの授業科目に係る出席時間数が所定の授業時間数の3分の2に達しない学生は、当該授業科目の学修の評価を受けることができない。
４　前各項に定めるものの他、学修の評価に関し必要な事項は、学校長が定める。
学則細則第９条（学科試験）
学則第１１条に規定する学科試験は、次のとおりとする。
(1) 各授業科目の終了後、原則として２週間以内に実施する。
(2) 学科試験の方法は、筆記、口頭、レポート、実技等とする。
(3) 学科試験に対する評価は次のとおりとする。
①　第１看護学科及び第２看護学科は、１００点を満点として、優（８０点以上）、
良（７０点～８０点未満）、可（６０点～７０点未満）、不可（６０点未満）とし、可以上を及第とする。
②　准看護師科は、１００点を満点として、６０点以上を及第とする。
(4) 筆記による試験時間は、原則１科目４５分とする。
学則細則第１０条（追試験）
学則第11条第４項の規定による、追試験は次のとおりとする。
(1) 追試験を受けることができる者は、前条の学科試験を受けることができなかった者のうち細則第7条に該当する者とする。
(3) 追試験の成績評価は、得点の８割とする。
学則細則第１１条（再試験）
学則第11条第４項の規定による、再試験は次のとおりとする。
(1) 再試験を受けることができる者は、細則第9条の学科試験又は第10条の追試験において不合格となった者とする。
(4) 第１看護学科・第２看護学科及び准看護師科ともに再試験の合格点を６０点以上とし、成績評価は第１看護学科・第２看護学科は可（６０点）、准看護師科は６０点とする。
学則細則第１３条（臨地実習の評価と認定）
学則第１１条の規定による実習評価は、臨地実習指導者と専任教員が学生の実習内容、提出した諸記録並びにレポート等により行い、評価は次のとおりとする。
(1) 第１看護学科及び第２看護学科は、１００点を満点として、優（８０点以上）、
良（７０点～８０未満）、可（６０点～７０点未満）、不可（６０未満）とし、可以上を及第とする。
(2) 准看護師科は、１００点を満点とし、６０点以上を及第とする。
Ⅴ．用語解

授　　業…相対的に独立した学習主体としての学習者の活動と教授主体としての教授者の活動が相互に知的対決を展開する過程であり、その課程は教育目標達成を目指し、目的的、計画的に展開される。（舟島なをみ監修：「看護学教育における授業展開－質の高い講義・演習・実習の実現に向けて－」ｐ3医学書院2013年より引用）
講　　義…科学の知としての普遍的な知識・技術・態度を学ぶ、いわゆる一斉授業。
演　　習…既習内容を活用しながら、グループワーク、グループダイナミクスなどを利用して当面の学習内容を理論的に深化・発展させる教授－学習過程。

学内実習…学内の実習室において、実験による検証、看護技術の訓練などを行う実践内容にかかわる教授－学習過程。
臨地実習…臨地における看護実践能力育成のために、既習内容の適用、統合、応用・発展と、その場における新たな学修内容の追加・気づきにかかわる教授－学習過程。
シラバス記載要領
[講義・演習・学内実習]

＊「備考」以外の項目の記載は全て必須

＊欄内の記載は原則としてフォント「ＭＳ明朝　10.5」

見やすくするためや強調が必要な場合等は他のフォント（字体・大きさなど）の使用可
1．科目名等欄
「分野」…基礎分野・専門基礎分野・専門分野Ⅰ・専門分野Ⅱ・統合分野の別を記載する。

「科目名」…科目名の後に（　）が付いている場合、（　）も含んで科目名として記載する。
「単位」…科目を部分的に担当する場合も科目の単位数を記載する。

「時間数」…科目全体の時間数。部分的に担当される場合は（○時間の内）○時間と記載する。

「学年学期」…開講する学年と、学期を前期・後期のいずれかで記載する。

「担当教員」…非常勤講師または教員氏名を記載する。複数講師（教員）で担当する場合は全ての講師（教員）の氏名を記載し、主となる講師の氏名の前に○印をつける。
2．授業目的欄
本校○○科カリキュラムの「科目設定理由」に相当する。

なぜこの科目を学ぶのか、当該授業の意義や意図について学生が理解しやすいように記載する。

学生を主語にして、「○○するために、××について理解し、△△を的確に判断できるようになる。」のように記載する。
＊先を見通したもので、科目の意図などはここに入れると良い。科目の意義・期待することを教員目線で書くことも良いかもしれない。
3．到達目標欄
到達目標は、授業終了段階で、学生が修得することを期待される内容について知識・態度・技能の3つの視点を意識してなどを具体的に示す。学生を主語にして「○○できる」のように到達目標（数個～10数個）を観察可能な行動で列挙する。ひとつの文章にひとつの目標にする。到達目標は評価項目と矛盾することがないようにする。

科目のキーワードを5つ程度上げてもよい。

＊ひとつの文章にひとつの目標にする。

＊例示するといいが、それに引っ張られることもある。
＊知識・技術・態度の視点を意識して具体的な目標を挙げる。

4．回数欄
授業は90分を1回として回数を記載する。
5．主題（テーマ）
各回の授業内容を総括して表現する。主題が2回にわたる場合は主題枠の結合可。
6．内容欄
各回の授業内容のキーワードを含ませながら、授業内容を的確にあらわすよう、できる限り詳細に記載する。
教育課程との関連において、当該学生のための授業内容として設定されているか吟味する。
第1看護学科と第2看護学科の専門基礎分野・専門分野Ⅰ・専門分野Ⅱ・統合分野の科目は国家試験出題基準を参照する。准看護師科は准看護師試験基準を参照する。
予習・復習に活用できるよう、教科書や参考書の該当ページを記載する。

7．授業形態等欄
講義、演習、学内実習の別を記載する。
授業媒体としてDVDを使用する場合は記載する。（準備の都合上）
8．試験（45分）欄
4．に記載したとおり、授業回数に応じて該当する回に「試験（45分）」、もしくは「まとめ・試験（45分）」と記載する。
試験の際、持ち込み可能な教材や道具（電卓など）を内容覧に記載する。
9．課題欄
授業の前後に取り組む課題を記載する。

提出日・提出場所等必要に応じて記載する。
10．教科書欄
著者名・書名「○○○○（第○版）」・出版社名・発行年を記載する。
教科書を指定しない場合は「指定なし」と記載する。

11．参考書・資料欄
著者名・書名「○○○○（第○版）」・出版社名・発行年を記載する。

参考Weｂページがある場合はアドレスを記載する。

12．評価方法欄
到達目標に対する達成度を基に、評価方法と評価基準など成績評価に関する情報を記載する。

評価方法が複数ある場合は、それぞれの項目が最終的な成績に対して占める割合を「％」で表記する。なお、出席点は評価に含めない。出席点だけで評価しない。
例）「ペーパーテスト○％　技術テスト○％　レポート○％で評価する。」
＊到達目標ごとの配点を書くなどの方法もある。例）最終テスト…目標1・2・3　○点とか
13．備考欄
必要時、授業の進め方や準備、予備知識、受講のルール、履修条件や注意事項、その他補足事項などについて記載する。

シラバス記載例
1．基礎分野

2．専門基礎分野

3．専門分野Ⅰ

4．専門分野Ⅱ

5．統合分野
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